２０１２年の抱負

今年は六星占術でいうと「乱気」（中殺界）ですから、あまり無理をしてはいけない年なのだそうです。昨年の「達成」からすると、何事もうまくいかない年まわりで、それに焦ったり、無理やり成果を出そうとすると、いけないのだそうです。
　仕事の方は、年明けから、４次補正とその関連法案の早期国会提出とその成立が求められています。（平成２４年度の地方財政対策ともからんでいます）その後、平成２４年度の交付税法の改正案を国会に提出し、審議していただき、年度内に成立させる必要があります。これに、宝くじ活性化関係の法律改正も一括してお願いする予定です。
　その後、３月には社会保障と税の一体改革関係の消費税などの改正法案を出すことになりますが、その前の与野党協議、党内調整、各省協議などが大変そうです。
　引き続き東日本大震災の関係の予算、法律改正などもあり、こちらは比較的野党の協力も得られやすいとは思われますが、国会情勢が緊迫してくるとどう展開いくか見通しが立ちません。
　とにかく、無事に来年の通常国会で処理しなければならない課題を着実に解決することが、まず求められます。会期は６月中旬までですが、延長も考えられますので、これらで年の半分が経過することになります。
　そして、夏は概算要求基準などで、再来年度も社会保障の自然増があるなかで、税収の伸びが良くなければ大変苦しい予算編成、地方財政対策を強いられることになるでしょう。消費税が今のところ平成２６年４月からの引き上げという案になっていますので、願うところは、復興需要や成長戦略の成果で経済が順調に伸びていくことです。これが、ヨーロッパの経済危機などが伝播して落ち込んでくるようだと大変に厳しい状況に置かれてしまいますので、気が抜けません。
　来年の１１月には５９歳になり、還暦まであと１年ということになります。ぜひとも還暦ランナーとして、フルマラソンを完走したり、楽しくハーフマラソンが走れるように、がんばって走りこみを続けたいと考えています。単にレースがどうとかいうことよりも、走ることによって体調管理ができ、仕事にあたってもスタミナが維持できているような気がしていますので、このペースを続けていきたいものです。昨年はフルマラソンへの挑戦ということがあり、ハーフマラソンも練習という気持ちでたくさん走りましたが、今年は「乱気」でもあるので、楽しめる範囲で、興味が持てる大会に出て行こうかと考えています。２月２６日の東京マラソンに初めてエントリーして、抽選で見事当選したので、これはぜひとも完走したいと考えています。あとは、自治ランナーズの会の例会のようになっている板橋シティー（旧荒川市民）は、昨年は震災の影響で中止になったので、今年は出てみたい気もしています。
　あとは、あまり考えないで、楽しくエントリーしていこうと思っています。（夏の大会は、結構消耗するので、今年はできるだけ避けようかと、、、）
　国宝１１面観音像の旅は、今年が辰年の開帳年である六波羅蜜寺に忘れずに行かなければなりません。その前に京田辺市の観音寺にもお邪魔できたらと考えています。そうすると、あとは大阪藤井寺の道明寺を残すのみとなりますが、こちらは毎月１８日と２５日が御開帳なので、今年中にすべての国宝１１面観音像を拝観し終えることができそうです。法隆寺の９面観音像は渡来仏で、以前に拝観しているのですが、最後にもう一度お参りしてもいいかなと考えています。
　そのほか、出雲神仏霊場世界平和祈願祭とその前日の祈念行脚に今年も６年連続で参加したいと考えています。時間があれば、昭和５６年から５８年にかけて、満願している四国８８ヵ所も少しでもお参りできたらありがたいと思っています。四国にお邪魔する機会に少しずつでもまわれたら考えています。これも、あまり無理せずに、特段ご朱印などを集めなくてもいいなと思っています。大分の国東半島は、昨年少しだけしかまわれませんでしたので、六郷満山の雰囲気をできればゆっくりと味わいたいとも思っています。
　酒蔵観光というと、ちょっと軽く感じられますが、日本酒の文化をまもり、日本酒を愛し、日本酒を世界に広める運動に協力し、そのために、旅先での酒蔵訪問を続けていきたいと考えています。サケサムライの皆さんとのコラボレーションを強めていきます。
　やねだん故郷創世塾、鷹山塾、連続講座、飛び出す公務員、支援する首長連合、命を救うふれあい囲碁、TOSSの先生方とのまちづくくり教育、山形創造支援ネットワークの皆さんとのコラボ、山形の地域づくり支援専門員の高橋信博さんとのコラボ、米沢八湯会のみなさんとの連携、出羽三山、庄内との連携、秩父の定住自立圏構想の推進と地域づくりのお手伝い、愛知県内の市町村の地域内分権の推進のお手伝い、菅原文太さんと山梨農業協力隊との連携、関西の連続講座の共同開催、高知県の地域支援企画員の皆さんの活動支援、全国の地域おこし協力隊と集落支援員の皆さん、地域力創造アドバイザーの皆さんの支援、地域経営塾での講演（来年早々に幕張と大津で開催予定があります）、学芸出版社のセミナー協力なども積極的にしていきたいと思います。
　さて、最後に出版ですが、できれば秋口の早い時期に山陰の今井書店グループから、「地域の飛び出す公務員ハンドブック」を出版したいと考えており、現在、企画を進めているところです。正月休みにあまり書けそうにないので、ちょっと厳しくなってきていますが、なんとか目標を一歩一歩達成したいと思います。
